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讃
窪

　
認

i……i鑛『1…i…

鞭

　　　霧
　　鑛　難礫

二部落別登録者数＝
　　　　　　　　　　　　（56．9．2現）

鑛

購
翼

悪

礫
，

鶏

　
　
灘

藤
鶏

戴

、
避

灘
懸

叢
囎
、

．
挺
時
登
録
撚
職
灘
雛

　
永
久
選
挙
人
名
簿
の
定
時

登
録
は
選
挙
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
毎
年
九
月
一
日
現
在

で
九
月
二
日
に
登
録
す
る
も

の
で
す
。
今
回
登
録
の
対
象

者
は
昭
和
三
十
六
年
九
月
二

日
以
前
に
生
れ
、
昭
和
五
十

六
年
六
月
一
日
以
前
よ
り
引

続
き
松
代
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
で
す
。

　
こ
の
結
果
男
3
5
名
女
2
6
名

計
61
名
の
方
が
新
た
に
登
録

さ
れ
松
代
町
の
部
落
別
の
選

挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

字　名 男 女 計 字　名 男 女 計

松　　代 559 616 1175 中　　子 11 9 20

小荒戸 48 53 101 苧　　島 44 47 91

太　　平 44 49 93 田野倉 73 82 155

菅　　刈 53 56 109 仙　　納 38 35 73

田　　沢 48 48 96 田　　代 44 43 87

小屋丸 11 12 23 莇　　平 45 56 101

池之畑 34 31 65 小　　貫 14 15 29

下　　山 45 52 97 諏訪峠 8 9 17

千　　年 107 135 242 寺　　田 63 65 128

池　　尻 25 30 55 名　　平 15 16 31

会　　沢 62 65 127 蒲　　生 149 148 297

清　　水 65 59 124 儀　　明 122 135 257

桐　　山 38 29 67 福　　島 45 56 101

蓬　　平 103 116 219 奈良立 20 25 45

東　　山 9 11 20 室　　野 210 245 455

海　　老 40 40 80 竹　　所 41 39 80

犬　　伏 118 113 231 濁 12 10 22

孟　　地 36 33 69 峠 68 69 137

片桐山 15 13 28 木和田原 49 46 95

滝　　沢 25 22 47 計 2556 2733 5289

灘
鯵鞭毒欝．

　
灘
艦
捌

・
癬
錨
響

　
　
”
藁
難
．
糧
岬
噛

イター施設も整備
鑛

日月太平広場開き

　
農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
、
太
平
広
場
が
完
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
太
平
広
場
は
、
部
落
の
中
心
部
町

道
沿
い
の
た
ん
ぼ
を
埋
立
し
て
、
お

よ
そ
九
〇
〇
㎡
の
広
場
を
造
成
し
、

附
帯
施
設
と
し
て
二
八
O
O
剛
の
照

明
と
遊
具
を
取
り
付
け
、
ナ
イ
タ
ー

使
用
も
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
子
供
か
ら
老
人
ま
で
、

全
住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
及
び
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
活
発
に
利
用
し
て

お
り
、
健
康
増
進
と
活
力
あ
る
村
づ

く
り
の
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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農
地
の
貸
借
り
は
従
来
農
地
法
の

規
定
に
よ
り
農
業
委
員
会
の
許
可
に

よ
り
契
約
が
成
立
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
ん
ど
新
し
く
農
用
地
利
用
増

進
法
が
制
定
さ
れ
、
手
続
き
や
内
容

で
貸
借
り
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

（表一1）

禰場馨備完聖地）
　　　　　　　26，000円

改
訂
標
準
／
』・
作
料
（
田
十
ア
旨
ノ
レ
当
り
）

貧未購地4善禰
残未整稽地45轟）
　　　　　　　17，000円

舎未整溌地42轟）
　　　　　　　14，000円

畏未整徽聾踊

改
訂
標
準
小
作
料
（
畑
十
ア
ー
ル
当
り
）

1　級　畑
（欝）

　5，000円

畑
）
円

　
他
畑
o
o

級
の
　
0
，

　
そ
の
3

2
（

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
地
法
の
許
可
が
い
り
ま
せ
ん
．

②
借
り
手
は
農
業
に
よ
っ
て
自
立
し

　
よ
う
と
す
る
意
欲
と
能
力
を
有
し
、

　
取
得
後
の
面
積
が
五
十
ア
ー
ル
以

　
上
と
な
る
人
で
す
。

③
貸
し
手
は
、
小
作
地
の
所
有
制
限

　
が
な
い
の
で
不
在
地
主
で
も
小
作

　
地
を
も
て
ま
す
．

④
期
間
は
三
年
と
六
年
と
十
年
の
三

　
種
類
と
な
っ
て
お
り
、
契
約
の
期

　
間
が
く
れ
ば
必
ず
返
す
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

⑤
小
作
料
は
、
町
農
業
委
員
会
の
定

　
め
る
標
準
小
作
料
を
参
考
に
し
て

　
両
者
が
話
し
合
い
に
よ
り
決
め
ま

　
す
．
　
（
表
－
）

　
こ
の
よ
う
に
し
て
貸
借
り
を
進
め

て
、
農
業
の
担
い
手
育
成
、
確
保
、

有
効
利
用
を
図
る
た
め
農
用
地
高
度

利
用
促
進
事
業
で
は
「
農
地
流
動
化

推
進
員
」
に
よ
っ
て
貸
し
手
農
家
・

借
り
手
農
家
の
掘
り
起
し
活
動
を
実

施
し
ま
す
．

　
こ
の
推
進
員
と
し
て
、
こ
の
た
び

表
3
の
と
お
り
の
方
々
が
町
よ
り
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
推
進
員
の
方
々
が
中
心
と
な

り
、
貸
し
手
農
家
・
借
り
手
農
家
の

話
し
合
い
を
す
す
め
て
い
た
だ
き
、

話
し
が
ま
と
ま
る
と
貸
し
手
農
家
に

奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
奨
励
金
の
額
や
交
付
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
　
（
表
2
）

①
同
一
土
地
に
つ
い
て
一
回
限
り
と

　
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
貸
し
手

　
や
地
目
が
変
っ
た
り
、
期
間
更
新

　
さ
れ
て
も
二
度
交
付
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

②
借
り
手
が
貸
し
手
と
同
一
世
帯
人

　
の
場
合
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

③
本
事
業
が
始
ま
る
前
か
ら
設
定
さ

　
れ
て
い
た
賃
借
権
に
は
交
付
さ
れ

　
ま
せ
ん
（
ヤ
ミ
小
作
は
可
）

④
奨
励
金
の
算
定
は
一
筆
ご
と
の
而

　
積
（
土
地
登
記
簿
面
積
）
に
十
ア

　
ー
ル
当
り
の
単
価
を
乗
じ
た
額
と

　
な
り
ま
す
。

⑤
災
害
、
公
共
用
地
の
買
収
等
や
む

　
　
　
　
　
一
　
表
　
（
　
を
得
な
い
理
由
に
よ
る
以
外
で
途

　
中
契
約
し
た
場
合
は
奨
励
金
の
返

　
還
と
な
り
ま
す
。

⑥
不
在
地
主
の
土
地
も
交
付
の
対
象

　
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
が
こ
の
事
業
の
概
要
で
す
が

く
わ
し
く
は
「
推
進
員
」
の
方
々
に

相
談
下
さ
い
。

契約期間 契励金額

3年～
　6年未満

10アール当り

　　　10，000円

6年以上
10アール当り

　　　20，000円

字　　　名 氏　　　　名 T　E　L 屋　　　号 字　　　名 氏　　　　名 T　E　L 屋　　　号

松代上町 関　谷　徳一郎 7－9387 あたらしや 田野倉 斉　　藤　良　　二 7－8152 天　　　京
松代中町 鈴　　木　政　栄 7－2331 松　　　里 仙　　　納 池　　田　辰　　夫 7－8183 すけぜ’ん

松代下町 鈴　　木　栄　　一 7－9322 誌、くぞう 田　　　代 中　村　安一郎 7－9117 安えん
ノ』・荒戸 富　　沢　和　　平 7－7407 向　　　田 莇　　平
太　　　平 市　川　昭四郎 7－7491 朝　日　屋 小　　　貰 高橋　五平 7－8221 じろべい
菅　　　刈 関　谷　義　盛 7－7386 坂　　　中 諏訪峠
田　　　沢 市　　川　藤　蔵 7－7338 与　　　院 寺　　　田 井上　政保 7－8763 に　ぜ’ん
／」・屋丸 名　　　平

池之畑 市川　　泰治 7－9647 板　　　屋 蒲　　　生 ／1・堺　恵一 7－2737 ひこえん
下　　　山 宮　沢　義　孝 7－9728 おやけ 儀　　　明 ノ』・　堺　　長　一 7－8457 長べい
千　　　年 若　　月　英　　生 7－8388 あたしや 福　　　島

池　　　尻 若　　井　一　　男 7－8301 ／』・　　林 奈良立 南雲　　　堅 8－4488 西浦屋
会　　　沢 小野島　良　作 7－9517 堂のうら 室野南町 佐　藤　兼　f乍 8－4175 石　　　原

清　　　水 秋　　山　智　義 7－9573 ごろいん 室野中町 佐　　藤　健　　一 8－4208 安兵工
桐　　　山 小　　山　　　　茂 7－9582 ちゅうざいん 室野川西
蓬　　、平 若　　井　　芳　郎 7－9477

ρ） 室野川東 佐藤　　直イ乍 8－2162 大かじ屋
東　　　山 室野上向
海　　　老 村山　真一 7－9743 池の久保 室野下向 米持　　隆司 8－4529 山 1三下
犬　　　伏 山　本　慶　　一 7－7313 い　り　沖 室野干場向

孟　　　地 柳　　　文八郎 7－7248 橋　　　場 竹　　　所

片†同山 1蜀

滝　　　沢 佐藤　　秀松 7－7151 くらべい 峠 谷沢　　春夫 8－4422 う　　　え

中　　　子 木和田原 石野　　イ言吉 8－4276 東

苧　　　島 季卯　　晴二 7－7201 中

（
表
3
）

農
地
流
動
化
推
進
員
名
簿
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擁
疲
．
労
縛

∴
”
一
、
講
鎌
寒
號
、
魍

　
九
月
・
十
月
は
、
疲
労
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
こ
の
疲
労
を
、
早
く
回
復

し
て
お
か
な
い
と
、
や
が
て
病
気
に

と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

義
．　
①
疲
労
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

　
体
を
動
か
す
と
、
体
の
中
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
、
消
費
さ
れ
、
活
動
が
激

し
く
な
る
に
つ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
活
動

の
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
、
激
し
く

な
る
と
、
活
動
を
さ
さ
え
て
い
る
体

の
機
構
に
乱
れ
が
で
て
く
る
。
こ
れ

が
疲
労
で
す
。
疲
労
を
起
こ
し
や
す

い
条
件
と
し
て
は
、
仕
事
の
時
間
が

長
す
ぎ
る
。
仕
事
に
余
裕
が
な
い
。

雨
、
暑
さ
な
ど
の
環
境
条
件
。
栄
養

補
給
が
不
十
分
。
心
身
の
条
件
が
悪

い
場
合
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
②
変
わ
っ
て
き
た
疲
労
の
現
れ

　
　
　
方

　
昔
の
労
働
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た

く
さ
ん
消
費
す
る
非
常
に
力
の
要
る

激
し
い
肉
体
労
働
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
は
機
械
の
操
作
な
ど
、

頭
脳
を
使
う
労
働
が
ふ
え
て
き
た
た

め
、
精
神
疲
労
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

③
疲
労
回
復
の
一
番
手
は
睡
眠 そ

の
回
復
方
法

〈
保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
〉
⑳

　
疲
労
を
回
復
す
る
た
め
の
睡
眠
法

と
い
う
の
は
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、

睡
眠
時
間
は
、
七
～
八
時
間
が
必
要

で
す
。
そ
れ
も
午
後
十
～
十
一
時
に

は
、
床
に
就
く
こ
と
が
理
想
的
で
す
。

ま
た
、
よ
く
ね
む
る
た
め
、
音
、
光
、

温
度
の
調
節
を
し
た
り
、
軽
い
体
操

な
ど
を
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

又
仕
事
の
途
中
で
休
息
も
と
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
④
各
種
栄
養
素
を
補
給
す
る

　
働
く
、
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
こ
と
で
あ

り
、
と
く
に
、
秋
は
、
仕
事
が
集
中

し
、
労
働
時
間
も
長
い
た
め
消
耗
は

ま
す
ま
す
度
を
増
し
て
い
き
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
に
な
る
栄
養
素

と
し
て
は
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、

含
水
炭
素
、
そ
れ
に
加
え
、
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
類
も
必
要
で
す
。
こ

れ
ら
の
栄
養
素
を
含
む
食
品
と
し
て

は
、
一
般
的
に
、
緑
黄
色
野
菜
、
淡

色
野
菜
、
魚
、
肉
、
豆
、
卵
、
穀
類
、

イ
モ
、
砂
糖
、
乳
製
品
、
小
魚
、
バ

タ
i
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
植
物
油
が
あ

り
ま
す
。

⑤
老
廃
物
を
洗
い
流
す
入
浴
効

　
　
　
果

　
血
液
循
環
を
よ
く
し
、
老
廃
物
を

洗
い
流
し
ま
す
。
　
一
日
の
疲
れ
を
と

り
除
き
、
筋
肉
と
精
神
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
た
め
、
四
十
度
ぐ
ら
い
ま

で
の
「
ぬ
る
め
」
の
お
ふ
ろ
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
入
浴
時
間
も
二
〇
～
三

〇
分
程
度
が
適
当
で
す
。

　
　
　
　
こ

　
　
＼
ま

　
　
　
こ

父
た葉

施設完成
される

　
東
山
葉
た
ば
こ
乾
燥
、
貯
蔵
施
設

は
、
木
造
二
階
建
、
二
七
八
・
二
四

㎡
で
、
一
階
を
葉
あ
み
作
業
、
冬
期

間
の
機
械
格
納
庫
に
使
用
し
、
二
階

を
乾
燥
、
貯
蔵
に
使
用
す
る
も
の
で
、

東
山
葉
た
ば
こ
生
産
組
合
が
事
業
主

体
と
な
っ
て
建
設
し
た
も
の
で
す
。

現
在
二
・
七
㎞
の
耕
作
を
部
落
全
戸

で
共
同
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

乾
燥
施
設
が
不
足
し
て
困
っ
て
い
た

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
労
力
の
節
減

と
安
定
し
た
良
質
の
葉
た
ば
こ
の
生

産
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲東山葉たばこ乾燥貯蔵施設

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ

第
一
回
大
会
結
果

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
普
及
と
技
術
の

向
上
を
目
的
に
発
足
し
た
松
代
町
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
第
1
回
大
会

が
八
月
十
二
日
、
　
「
な
ん
で
も
広
場

ア
ー
チ
ェ
リ
i
場
」
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

五四三二一
位位位位位

市
川
　
善
作
（
松
代
）

武
田
　
繁
男
（
松
代
）

関
谷
　
真
一
（
松
代
）

関
谷
　
八
郎
（
松
代
）

高
橋
多
一
郎
（
莇
平
）

○
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

　
　
　
（
一
回
の
最
高
得
点
）

一
位
高
橋
　

勝
（
莇
平
）

競
技
方
法
は
一
回
5
本
の
矢
で
6

回
行
な
い
点
数
を
競
う
。

　
　
　
　
　
　
顯
籔
顯騒琵韓

難
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今
年
の
税
率
は
？

（表1）

区　分 税　　　　　　率

所得割
総所得金額（譲渡所得を含む）

1万円について　　　　360円

資産割
固定資産税（土地・家屋）額
1万円について　　　4，700円

均等割
被保険者（加入者）

1人について　　　　　9，900円

平等割 1世帯について　　　14，900円

◇
保
険
税
は
こ
の
よ
う
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
算
出
さ
れ
ま
す
。

　
六
月
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
保

険
税
は
、
前
年
度
の
額
を
も
と
に
暫

定
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
九
月
分
か
ら
は
右
の
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
年

（表2）1人あたり
　　医療費と保険税の推移

万円

gl　　　　　　」8．9

／8・2

　　　医療費
7．1

6．0

5．6

額
か
ら
、
す
で
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
額
を
差
引
い
て
、
そ
の
残
額
を
来

年
三
月
ま
で
均
等
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
保
険
税
の
限
度
額
は
二
十
六
万
円

　
こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
た
保

険
税
が
、
年
額
で
二
十
六
万
円
を
超

え
る
と
き
は
二
十
六
万
円
を
限
度
と

し
て
打
ち
切
り
ま
す
。

◇
所
得
の
少
な
い
世
帯
は

　
　
　
　
　
　
　
保
険
税
を
減
額

　
国
保
で
は
一
定
の
所
得
以
下
の
世

帯
に
は
、
保
険
税
を
減
額
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
年
間
の
保
険
税
か
ら

（
前
年
度
の
均
等
割
額
と
、
平
等
割

額
）
六
割
が
減
額
さ
れ
る
世
帯
と
四

割
が
減
額
さ
れ
る
世
帯
と
が
あ
り
ま

す
。◇
六
割
を
減
額
さ
れ
る
世
帯

　
一
世
帯
で
前
年
所
得
の
合
計
額
が

　
　
税

　
　
険

　
　
保
　
　
年

　　　　　　　　　2．1
　　1．51．7L8

1．1　　　　　1

8
7
6
5
4
3
2
1

51　　52　　53　　54　　55

Q

二
十
三
万
円
以
下
の
世
帯
。

◇
四
割
を
減
額
さ
れ
る
世
帯

　
そ
の
世
帯
の
前
年
所
得
の
合
計
額

が
、
世
帯
主
を
除
い
た
人
数
に
十
七

万
五
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
十

三
万
円
を
加
算
し
た
額
よ
り
少
な
い

世
帯
．

　
保
険
税
は
こ
の
よ
う
に
し
て
計
算

さ
れ
決
定
し
ま
す
。

医
療
費
が
あ
が
る
と

　
　
　
　
　
保
険
税
は
？

　
毎
年
の
よ
う
に
増
え
つ
づ
け
る
医

療
費
、
し
か
し
、
国
保
の
台
所
が
苦

し
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
国
保

事
業
を
や
め
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
は
み
な
さ
ん

の
健
康
の
た
め
に
つ
づ
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
そ
れ
に
は
二
つ
の
方
法
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
　
一
つ
は
保
険
税
の
引
き
上

げ
、
も
う
一
つ
は
、
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
医
療
費
の
節
約
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
保
険
税
の
引
き
上
げ

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
た
め
に
、

特
に
み
な
さ
ん
に
左
の
三
つ
の
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

早期発見・早期治療

。、慮

　
　
　
　
　
　
は
う

は
うろ
　
昌
診
よ

　
　
　
　
　
　
受

の
狩
融

　
　
　
　
　
　
ご
め

離　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
は
や

　　　　　　　　　麓　　　　　　蓬

驚総
麹

　　　　　　　　　拳雛

　　　　　　撫
　　　　獲

叢

　　　　　響
　　　藷．
　纏鷺

付
加
保
険
料
と
は
ど
う
い
う

も
の
で
す
か
。
　
“
ト
ク
”
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

跳　　
　
国
民
年
金
の
付
加
保
険
料
制

　
　
　
度
は
、
　
“
よ
り
多
く
の
保
険

料
を
か
け
て
、
よ
り
高
い
老
齢
年
金

を
う
け
て
平
隠
な
老
後
を
過
し
た
い

…
”
と
い
う
加
入
者
か
ら
の
強
い
要

望
に
応
え
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
付
加
保
険
料
に
加
入
し
ま
す
と
、

定
額
保
険
料
四
、
五
〇
〇
円
の
ほ
か

に
付
加
保
険
料
四
〇
〇
円
、
合
わ
せ

て
四
、
九
〇
〇
円
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
加
入
期
間
は
ひ
と
月
で
も
一
年
で

も
よ
く
、
加
入
期
間
に
応
じ
て
老
齢

年
金
と
通
算
老
齢
年
金
に
納
付
月
ひ

と
月
に
つ
き
二
〇
〇
円
の
年
金
が
上

積
み
さ
れ
ま
す
．

　
た
と
え
ば
定
額
保
険
料
と
付
加
保

険
料
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
年
間
か
け

た
場
合
の
年
金
額
は
、
定
額
分
五
四

三
、
三
〇
〇
円
と
付
加
分
六
〇
、
○

O
O
円
合
わ
せ
て
六
〇
三
、

円
と
な
り
ま
す
。

三
〇
〇

◎25年間かけた人が65歳で年金をもらうと

　定額分：1，811円×300円＝543，300円

　付加分：　200円×300円二60，000円

　　　　　合　計一一一一一603，300円

◎25年間付加保険料をかけると

　400円×300円二120，000円

　
こ
う
し
て
み
ま
す
と
、

料
を
か
け
る
こ
と
は
、
大
変
に
有
利

な
投
資
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
付
加
保
険
料
は
、
保
険
料
の
免
除

を
う
け
て
い
る
人
を
除
い
て
だ
れ
で

も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
農

業
者
年
金
の
加
入
者
は
、
必
ず
付
加

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
）　
さ
あ
、
あ
な
た
も
長
い
老
後
に
備

え
て
付
加
保
険
料
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

あ礪、　　、1ハ　これも
加入して㌧、て　　、バァー

一で獅欝蹴
　　　　　　がヤ
　　脅　、啄・。
　　　　　つ
　　　　讐◎　1

　
こ
の
付

加
保
険
料

を
二
＋
五

年
か
け
た

総
額
は
＋

二
万
円
で

す
か
ら
、

年
金
を
二

年
間
う
け

る
と
“
モ

　
　
ぐ
ヤ

ト
”
カ
と

れ
る
わ
け

で
す
．

付
加
保
険
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犠のゆ～

ごぞんじ

　ですか

ー
お
年
寄
り
と

一
．

　
　
税
金
1

　
　
∴
霞
3
口

　
　
　
　
　
◎
　
0

　
　
9
“
ヒ
．
”
・
・
響
臼
甲

皿
》
）

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
、
お
年

寄
り
を
敬
い
、
長
寿
を
祝
う
行
事
が

各
地
で
催
さ
れ
ま
す
。

　
国
の
重
要
な
し
ご
と
の
一
つ
に
社

会
福
祉
の
充
実
が
あ
り
、
老
齢
者
福

祉
年
金
の
給
付
や
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
税
金
面
で
も
優
遇
措
置
が
と
ら
れ

て
お
り
、
六
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

で
、
年
間
の
所
得
金
額
が
一
千
万
円

以
下
の
人
は
、
所
得
税
を
計
算
す
る

と
き
次
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
老
年
者
控
除
　
所
得
控
除
の
一
つ

と
し
て
、
二
三
万
円
を
所
得
金
額
か

ら
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
老
年
者
年
金
特
別
控
除
　
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
や

恩
給
の
収
入
金
額
か
ら
、
七
八
万
円

を
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
納
税
者
が
、
本
人

や
配
隅
者
の
父
母
、
祖
父
母
な
ど
直

系
尊
族
で
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
に
は
、
通

常
の
老
人
扶
養
控
除
三
五
万
円
に
五

万
円
を
加
え
た
四
十
万
円
を
差
引
く

特
典
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
な
お
く
わ

し
く
は
税
務
署
、
税
務
相
談
室
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

1
障
害
者
と

　
　
　
　
　
税
金
I

　
　
　
　
P

　
　
　
　
　
》
　
　
●

　
国
で
は
、
身
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
社
会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場
に

あ
る
人
の
た
め
に
、
各
種
の
保
護
施

設
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
初
め
、
い

ろ
い
ろ
な
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

税
金
面
で
も
所
得
税
や
相
続
税
に
障

害
者
控
除
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、

青
色
申
告
を
し
て
い
る
個
人
や
法
人

の
事
業
所
に
お
い
て
は
、
従
業
員
の

う
ち
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
を
二
五

％
以
上
雇
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
事
業
所
の
機
械
、
装
置
、
工
場
用

の
建
物
な
ど
の
減
価
償
却
費
に
つ
い

て
、
通
常
の
償
却
費
の
二
〇
％
（
工

場
用
の
建
物
な
ど
は
二
七
％
）
の
割

増
償
却
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
足
や
目
な
ど
の
不
自
由
な

方
が
利
用
す
る
も
の
で
、
本
人
又
は

家
族
が
運
転
す
る
小
型
乗
用
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
手
続
に
よ
っ

て
物
品
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、
税
務
署
、
税
務
相
談
室
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
週
間

　
　
の
実
施
に
つ
い
て

　
十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の

一
週
間
を
行
政
相
談
週
間
と
し
て
全

国
一
斉
に
色
々
な
行
事
が
行
な
わ
れ

ま
す
。

　
こ
の
行
事
は
行
政
管
理
庁
の
行
政

相
談
制
度
に
つ
い
て
広
く
国
民
の
理

解
と
認
識
を
深
め
、
そ
の
利
用
を
促

進
し
、
こ
の
制
度
の
一
層
の
発
展
と

行
政
の
民
主
的
な
運
営
に
資
し
、
苦

情
を
な
く
し
て
明
る
い
国
民
生
活
を

き
ず
く
為
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
当
松
代
町
で
も
こ
の
週
間
行
事
と

し
て
左
記
の
よ
う
な
計
画
を
致
し
ま

し
た
。

　
役
所
や
公
社
等
の
仕
事
に
つ
い
て

　
一
、
説
明
に
納
得
で
き
な
い

　　　　一、　　　一、　一、一
、

こ
の
様
に
し
て
欲
し
い

処
理
が
遅
い

不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た

ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
良
い
か

解
ら
な
い

等
の
苦
情
や
要
望
を
お
も
ち
の
方
は

進
ん
で
申
出
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
記

　
十
月
十
三
日
午
後
一
時
よ
り

　
会
場
は
老
人
憩
い
の
家
を
予
定
、

　
行
政
座
談
会
（
対
象
、
各
種
団
体

　
一
般
町
民
）

　
十
月
十
六
日
　
午
前
九
時
よ
り
十

二
時
ま
で
、
会
場
は
少
林
寺

　
合
同
相
談

　
一
（
行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護
委

員
、
民
生
委
員
、
心
配
ご
と
相
談
委

員
、
老
人
相
談
委
員
等
各
種
委
員
に

よ
る
）

　
（
註
）
特
に
行
政
相
談
に
限
ら
ず

あ
ら
ゆ
る
相
談
、
心
配
ご
と
の
相
談

に
応
じ
ま
す
．

　
右
の
様
な
計
画
を
致
し
ま
し
た
、

御
気
軽
に
相
談
に
お
で
か
け
下
さ
い
。

（
都
合
に
よ
り
会
場
を
変
更
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
）

　
（
附
記
）

　
尚
こ
の
週
間
に
限
ら
ず
、
苦
情
、

相
談
を
お
持
ち
の
方
は
、
常
時
い
つ

で
も
自
宅
に
於
て
相
談
に
応
じ
ま
す

か
ら
遠
慮
な
く
い
つ
で
も
お
申
出
で

下
さ
い
。

　
松
代
町
大
字
松
代
　
少
林
寺
内

　
行
政
相
談
委
員
　
　
佐
藤
秀
雄

灘
叢
獲
顯
装
霧
騨

　
　
　
難
繕
繕
雛
葱
懇

　
　
　
顛
雛
羅
織
鑛
畿
雛

　
　
　
　
　
“
鱗
縫
叢
糠
惹
覆
鱗

無
料
「
法
務
総
合
相
談
所
」

秘
密
厳
守
　
　
が
開
設
さ
れ
ま
す

「
と
き
」
十
月
三
十
日

　
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

「
と
こ
ろ
」
松
代
町
総
合
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
ー
一
階
和
室

　
相
談
の
内
容

　
人
権
侵
害
・
土
地
・
建
物
・
家
庭
・

損
害
賠
償
・
そ
の
他

　
日
常
生
活
の
心
配
ご
と
を
解
決
し
、

明
る
い
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
気
軽

に
利
用
し
て
下
さ
い
。

蓋
盤
響
齢
繍

、
人
権
相
談
は
い
つ
で
も
法
務
局
や

人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
取
扱
っ
て

い
ま
す
。

　
松
代
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

　
少
林
寺
住
職
　
佐
藤
秀
雄
氏
で
す
。
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学ぶ心を育てたい

小堺哲夫蒲生

　
私
は
去
る
五
年
前
友
人
同
志
と
共

に
東
南
ア
ジ
ア
五
ケ
国
を
旅
す
る
こ

と
に
な
り
、
初
め
て
の
海
外
旅
行
な

の
で
多
少
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

何
か
学
び
得
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
の

心
に
ひ
か
さ
れ
行
っ
て
来
ま
し
た
。

日
本
人
な
ら
誰
し
も
が
、
束
南
ア
ジ

ア
は
後
進
国
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、

旅
行
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
、
私
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
観

光
バ
ス
で
の
遊
覧
中
、
ガ
イ
ド
さ
ん

の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
案
内
に
耳
を
傾
け

て
い
た
ら
、
「
只
今
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
は
国
を
あ
げ
て
町
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
を
続
け
て
い
る
一
と
の
こ
と

で
す
。
な
る
ほ
ど
と
聞
い
て
い
た
ら
、

以
前
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
心
な
い

者
が
多
く
自
か
ら
町
に
ゴ
ミ
を
捨
て

だ
な
と
聞
い
て
い
た
の
で
す
が

る
程
と
感
じ
ま
し
た
の
で
関
心
を
も

ち
乍
ら
遊
覧
を
続
け
ま
し
た
が
、
さ

す
が
に
自
か
ら
捨
て
た
と
思
わ
れ
る

ち
り
一
つ
落
ち
て
い
な
い
の
に
感
動

い
た
し
ま
し
た
。
国
を
挙
げ
て
取
り

く
ん
だ
環
境
衛
生
問
題
、
そ
の
解
決

に
積
極
的
に
対
処
し
た
指
導
者
、
並

に
国
民
が
心
か
ら
対
応
し
た
と
言
う

こ
と
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
国
民
が
和
を
以
っ

て
一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
努
力

を
重
ね
た
こ
と
に
感
激
し
、
賞
賛
の

意
を
表
し
、
認
識
を
深
め
た
旅
で
あ

り
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
地
域
的
に
運
動
を
す
す

め
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
の

だ
ま
だ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
追
い
つ

け
ま
せ
ん
、
残
念
な
こ
と
だ
と
私
も

る
者
が
後
を
た
た
な
い

の
で
、
罰
を
以
っ
て
問
題

解
決
に
対
処
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
罰
は
、
心
な
く
煙
草

の
吸
が
ら
や
紙
く
ず
等

を
町
に
み
だ
り
に
捨
て

る
者
に
は
、
罰
金
を
も

っ
て
処
す
る
と
言
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
罰
金
と

は
男
の
人
の
一
ケ
月
分

の
給
料
位
だ
と
聞
き
ま

し
た
。
当
時
七
万
円
、

た
か
が
ゴ
ミ
を
捨
て
た

位
な
の
に
重
い
罪
な
の

　
　
　
　
　
　
　
、
な

思
い
ま
す
。
ど
こ
の
国
の
民
族
も
、

み
な
努
力
を
す
れ
ば
出
来
る
可
能
性

は
も
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
今
、
国
際
的
に
も
先
進
国
民

族
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
、
そ
の
日

本
人
な
ら
．
罰
な
ど
な
く
と
も
罪
を

っ
く
ら
な
い
”
そ
ん
な
心
を
も
ち
た

い
も
の
で
す
．

　
今
年
蒲
生
で
は
、
町
か
ら
地
域
づ

く
り
推
進
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
受

け
い
ろ
い
ろ
活
動
を
し
て
お
り
ま
す

が
そ
の
一
端
と
し
て
、
部
落
内
の
美

化
推
進
明
る
い
環
境
づ
く
り
に
、
立

看
板
及
び
チ
ラ
シ
等
の
配
布
を
通
し

て
、
ひ
と
り
一
人
の
認
識
を
深
め
る

よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。
お
互
が
地

域
の
住
民
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

社
会
的
に
連
帯
感
を
深
め
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

や
は
り
幼
年
時
か
ら
の
善
き
導
び
き

が
肝
要
で
あ
り
、
何
ご
と
も
善
い
こ

と
は
習
慣
づ
け
る
よ
う
心
掛
け
た
い

も
の
で
す
。
幼
年
期
の
育
み
は
青
少

年
時
代
の
健
全
育
成
に
結
び
つ
く
も

の
と
信
じ
ま
す
．

　
町
民
会
議
の
代
表
的
な
言
葉
に
あ

る
よ
う
に
「
あ
の
子
も
こ
の
子
も
我

が
子
と
同
じ
。
」
そ
ん
な
心
を
養
い
乍

ら
、
お
互
が
社
会
的
に
自
分
本
意
を

忘
れ
、
勇
気
を
も
っ
て
次
世
代
を
に

な
う
若
者
に
よ
き
導
き
を
与
え
、
自

か
ら
学
ぶ
心
を
育
て
続
け
た
い
と
念

願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ばあちゃん寒じいちゃん、

長生きしてネ”

　　　　　　　（峠部落）

　
年
を
と
る
、
そ
れ
は
し
か
た
が
な

い
と
し
て
も
元
気
で
い
た
い
、
皆
ん

な
の
仲
間
で
い
た
い
は
、
お
年
寄
り

の
願
い
で
す
．

　
去
る
八
月
二
十
九
日
峠
婦
人
会
主

催
の
敬
老
会
が
行
な
わ
れ
七
〇
歳
以

▲姑・嫁がそろって記念撮影

上
の
老
人
三
〇
名
中
二
十
七
名
が
出

席
し
婦
人
会
の
心
の
こ
も
っ
た
手
作

り
の
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
う
ち
、
そ

し
て
余
興
に
た
の
し
い
一
日
を
過
し

ま
し
た
。

▲長老者に花束贈呈
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地
域
集
団
電
話
の
一
般
化
が
、
九

月
九
日
午
前
十
一
時
を
も
っ
て
、
無

事
お
わ
り
ま
し
た
。

　
切
替
え
に
伴
い
、
長
い
期
間
、
い

ろ
い
ろ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

り

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
松
代
町
全
域
が

一
般
電
話
と
な
り
ま
し
た
。

　
電
話
番
号
の
変
更
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
か
け
に
な
る
際
は
、
電
話

帳
（
補
正
版
）
を
、
ご
ら
ん
に
な
っ

て
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
ダ
イ
ヤ
ル

願
い
ま
す
．

　
新
し
い
電
話
に
な
り
疑
問
の
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
七
－
二
二
〇
〇

番
（
松
代
電
報
電
話
局
・
営
業
係
）

へ
お
気
軽
に
、
御
相
談
下
さ
い
。

■
故
障
は
「
一
一
三
」

　
番
号
案
内
は
「
一
〇
四
・
一
〇
五
」

◎
電
話
が
故
障
カ
ナ
ッ
？
と
思
っ
た

　
ら
、
他
の
電
話
を
借
り
て
「
一
一

　
三
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
い
。

　
安
塚
局
の
故
障
係
が
で
ま
す
。

　
そ
し
て
「
松
代
O
局
の
O
O
O
O

　
番
で
す
が
」
と
申
し
出
て
、
状
況

　
を
お
話
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
電
話
番
号
が
わ
か
ら
な
い
、
そ
ん

　
な
時
は
「
一
〇
四
・
一
〇
五
」
を

　
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
い
。

　
安
塚
局
の
案
内
係
が
で
ま
す
。

　
一
〇
四
は
郡
内
（
牧
村
除
く
）
の

　
電
話
番
号
を
案
内
し
ま
す
。

　
一
〇
五
は
郡
外
（
牧
村
含
む
）
の

　
電
話
番
号
を
案
内
し
ま
す
の
で
、

　
「
O
O
局
の
案
内
を
お
願
い
し
ま

　
す
」
と
お
申
し
つ
け
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
松
代
電
報
電
話
局

　
　
　
　
　
　
　
七
－
二
二
〇
〇

謬祷記1
～
．
あ

知ら・ヒ必

　ノ　　，

9月22日（火）

松代の一部・蓬平・会

沢・清水・桐山

9月25日（金）

東山

『日日　篇目日一　　［
1戸籍窓口旦知識
1　　　　シリーズ④

　
　
　
　
つ

　
　
　
　
に

　
　
　
　
務

　
　
　
　
ん

　
　
　
　
こ

　
ろ
事

　
　
い
。

務
ろ
縮

事
い
戸

口
　
　
よ

窓
　
回

戸
籍
の
窓
口

皿
皿
田
田
皿
皿
皿
皿
囮
皿
田
皿
皿
皿
皿
田
回
皿
田
囮
皿
団
囮
皿
田
皿
冊
田
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
田
皿
田
皿
匪
囮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
サ
チ
子

蝋
高
橋
常
雄

錫山賀博
史

茂
野
　
収

　　　　団　いて、ご紹介します

武武1髪・糟擁，
塁妻劉，9欝彫獄

　　甲サ1　　　　國

　
　
　
　
八
月
受
付
分

　
　
　
御
　
結
　
婚

　
　
小
林
か
ね
子

　
　
　
（
福
島
∴
口
田
士
島
屋
）

　
　
　
御
　
出
　
産

　
　
父
子
平
　
母
と
し

　
（
二
男
・
池
之
畑
・
小
林
）

　
　
父
孝
蔵
　
母
千
栄
子

（
二
男
・
松
代
・
あ
ふ
き
屋
〉

　
（
二
女
・
松
代
・
武
田
自
転
車
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
富
子

　
（
長
女
・
松
代
・
県
職
員
住
宅
）

鈴
木
可
奈
子
　
父
昌
芳
　
母
う
た
子

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
よ
え
ん
）

魁
　
お
悔
み

柳
　
ヱ
ヘ
　
68
歳
　
千
年
　
上
ノ
原

小
堺
チ
ヨ
7
6
歳
蓬
平
作
畑

高
橋
卯
八
　
7
7
歳
　
萌
平
　
坂
上
屋

山
岸
麓
7
7
歳
蒲
生
向
島

闘
撫
徹
付

　
　
　
　
「
住
民
票
交
付

國
轟
灘
畷
暇
瀦
）

團
暴
撚
生
●
死
亡
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e

　
　
　
　
　
ハ

威
改
葬
許
可
書
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』 一囹　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
｝

ハ
事
業
所
の

　
　
　
み
な
さ
ん
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
労
働
保
険
の
　
　
　
　
　
ハ

　
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
り
ま
す
　
…

　
昭
和
五
十
六
年
十
月
よ
り
、
光
学

に
記
入
し
て
下
さ
い
。

一

ハド文
字
読
取
装
置
の
導
入
に
伴
な
い
労

働
保
険
の
各
種
届
書
の
文
字
は
正
確

10

月
1
日
か
ら
労
働
保
険
関
係
の
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ヰ

届
出
書
類
が
変
り
ま
す
。
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
の

　
　
　
　
つ
／
　
　
篇

　
　
　
　
　
ふ
　
幡
　
　
．
彌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄
　
　
　
、
巨

み
ウ
マ
謡

畿
馨
ク
リ…
☆
漉

饗
啄
マ
欝
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消
防
職
員
採
用

　
　
　
　
　
　
試
験
に
つ

　
五
十
七
年
度
採
用
職
員
を
つ
ぎ
に

よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
採
用
予
定
人
員

　
　
　
　
　
若
干
名

一
、
受
験
資
格

　
　
大
学
ー
昭
和
32
年
4
月
2
日
以

　
　
　
　
降
に
生
れ
た
者

　
　
短
大
ー
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
以

　
　
　
　
降
に
生
れ
た
者

　
　
高
校
－
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
以

　
　
　
　
降
に
生
れ
た
者

　
（
い
づ
れ
も
卒
業
又
は
昭
和
57
年

　
　
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
男
子
）

一
、
第
一
次
試
験

　
　
　
10
月
18
日
㈲

　
△
大
学
・
教
養
試
験
（
政
治
・
経

　
　
　
　
済
・
法
律
・
国
際
問
題
）

　
　
　
　
◎
適
正
試
験

　　い

　　て
律

　
　
　
　
　
　
　
文

　
△
短
大
・
高
校

　
　
　
◎
教
養
試
験
（
国
語
・
数

　
　
　
　
学
・
社
会
）

　
　
　
◎
適
正
試
験

　
　
　
◎
作
　
　
文

一
、
第
二
次
試
験

　
　
・
面
接
・
健
康
診
断
・
体
力
テ

　
　
ス
ト
（
期
日
・
場
所
は
第
一
次

　
　
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
）

一
、
受
験
申
込
み

　
　
・
9
月
2
1
日
～
9
月
3
0
日

　
　
・
上
越
市
北
城
町
1
－
1
6
1
1

　
　
　
　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
消
防
本
部

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
松
代
分

遣
所
又
は
役
場
消
防
係
に
照
会
し
て

下
さ
い
。

髪…‘一藤．
鵜二回町民薪／
／
γ
／

！

罵▼－鷺■腰　r7▼』P

◎網崩鯛㈱

◎簗騨警睡

ぼ締轡懸

鱒暴雑鋸棊．

　
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
昭

和
五
十
七
年
度
の
訓
練
生
を
次
の
要

領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
募
集
学
科

　
　
工
芸
織
物
科
　
染
色
工
芸
科

　
　
デ
ザ
イ
ン
科

一
、
修
業
期
間

　
　
一
ケ
年
（
四
月
～
三
月
）

一
、
応
募
資
格

　
　
高
卒
又
は
、
そ
れ
と
同
程
度
の

　
学
力
を
有
し
、
色
覚
の
正
常
な
者

一
、
入
校
選
考

　
　
十
月
三
十
日
㈹
午
後
一
時

　
　
会
場
　
　
訓
練
校

！！副II練生募集！！

　
、
礫

　
　
科
目
　
　
現
代
国
語
、
数
学
－

　
　
　
　
　
面
接

一
、
応
募
書
類

　
　
願
書
、
成
績
証
明
書
、
健
康
診

　
断
書
、
そ
の
他
を
安
定
所
に
提
出

　
す
る
こ
と

一
、
受
　
付

　
　
九
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年

三
月
ま
で

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
訓
練
校
又
は

職
業
安
定
所
・
町
役
場
へ
ご
照
会
下

さ
い
。

（
写
真
は
染
色
工
芸
科
の
実
習
風
景
）

一
■
～
山
＝
¶
～
山
一
一
叩
～
山
＝
『
～
山
零
丁
～
底
卿
一
「
～
』
3
T
～
山
＝
η
～
甑
謬
¶
～
匹
＝
叩
～
山
一
一
叩
～
山
＝
「
～
巴
一
一
■
～
山
一
一
叩
覧
山
噂
一
¶
～
山
＝
¶
～
山
一
一
¶
～
山
＝
叩
～
山
2
叩
～
山
＝
「
～
臥
＝
¶
～
山
3
¶
～
山
一
一
叩
㌦
巴
3
¶
～
』
＝
¶
～
山
＝
■
～
』
＝
■
～
』
一
一
■
～
山
＝
叩
～
邑
＝
■
～
』
一

　
さ
る
八
月
二
十
三
日
、
北
魚
沼
で

お
こ
な
わ
れ
た
県
大
会
で
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
部
で
新
発
田
市
を
破
っ
て
、

三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

相
沢
勇
君

　
　
松
代
分
遣
所
勤
務
－

国
体
（
夏
美
会
）

　
　
に
出
場
！

　
7
月
1
9
日
第
3
6
回
国
民
体
育
大
会

県
予
選
に
お
い
て
型
の
部
で
優
勝
、

県
代
表
と
し
て
9
月
1
3
日
か
ら
の
、

「
び
わ
こ
国
体
」
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
上
位
入
賞
を
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
十
日
町
空
手
道
協
会
に
所
属
、
十

日
町
武
道
館
に
て
週
三
日
練
習
。

一
、
今
ま
で
の
成
績

第
四
回
北
信
越
大
会
型
の
部
優
勝

第
五
回
　
〃
　
　
　
　
　
　
二
位

昭
和
5
6
年
県
個
人
選
手
権
大
会

　
組
手
（
軽
量
級
）
型
　
　
優
勝

一
、
目
標
　
世
界
選
手
権
　
　
（
夢
）

　
心
身
と
も
に
健
全
な
子
供
を
育

成
す
る
た
め
将
来
松
代
に
空
手
道

教
室
を
開
き
た
い
。
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文
芸

　
　
　
“
、

8
月
2
5
日

藤i鰯
＼　ご…蟹

　
し
占
み
句
会

　
　
　
　
　
　
於
　
克
雪
セ
ン
タ
i

輪
踊
り
の
下
駄
ふ
み
鳴
ら
す
時
揃
う

蝉
鳴
く
や
ど
こ
か
に
雨
の
気
配
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

山
門
に
か
か
れ
ば
涼
し
風
渡
る

朝
顔
の
迷
え
る
蔓
に
手
を
借
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

手
習
い
の
子
等
静
ま
り
て
蝉
時
雨

夏
陰
や
大
樫
に
寄
る
石
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

東
雲
の
台
風
一
過
菊
の
鉢

み
ん
み
ん
の
鳴
か
ば
真
夏
も
別
れ
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

大
夕
立
桐
の
葉
裏
に
蝶
宿
り

さ
ま
ざ
ま
の
形
を
な
せ
り
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

豊
か
な
る
老
後
は
盆
養
菊
作
る

ず
っ
し
り
と
手
ご
た
え
の
あ
る
早
稲

穂
か
な
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

千
尋
の
波
涼
し
く
て
石
廊
崎

夏
草
や
黒
船
か
な
し
お
吉
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
　
史

台
風
や
街
路
樹
う
ね
り
窓
に
映
ゆ

薄
化
粧
あ
の
娘
は
誰
ぞ
盆
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

迎
火
に
語
り
か
け
る
や
祖
母
の
顔

朝
雨
の
晴
れ
て
施
餓
鬼
会
心
地
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

鈴
虫
の
初
鳴
き
の
日
を
日
記
に
す

集
会
所
笛
の
音
祭
り
近
づ
け
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

墓
参
り
手
屏
風
た
て
て
香
た
む
け

ひ
ま
わ
り
も
風
の
つ
よ
さ
に
耐
え
き

れ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

実
る
秋
君
と
見
上
ぐ
る
里
神
楽

停
年
で
余
生
楽
し
む
菊
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

秋
空
に
天
高
く
牛
肥
ゆ
る
か
な

秋
晴
れ
に
祭
太
鼓
の
ひ
び
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

旅
な
れ
ぬ
母
緑
陰
に
さ
そ
い
け
り

先
ず
ビ
ー
ル
注
文
し
て
よ
り
見
る
メ

ニ
ュ
ー
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

　
　
蒲
生
句
会

　
　
8
月
1
9
日
　
於
蒲
生
　
松
泉
寺

夕
焼
く
る
送
電
線
の
高
さ
か
な

花
む
く
げ
墓
石
洗
う
背
に
落
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

は
た
め
け
ば
蝉
ま
た
離
る
幟
か
な

甲
虫
帰
省
の
子
ら
と
共
に
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

二
番
仔
の
雛
連
れ
燕
旅
立
ち
ぬ

夏
菊
を
手
折
り
供
え
し
義
姉
の
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

星
涼
し
墓
参
の
灯
数
は
て
し
な
く

、
ひ
っ
そ
り
と
盆
客
帰
り
カ
ン
ナ
燃
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
　
こ
ね
ば
ち

物
置
に
捏
鉢
の
こ
る
終
戦
日

日
盛
り
の
墓
に
揚
羽
の
翅
た
た
む

打
ち
水
を
し
て
帰
省
子
を
待
つ
心

百
合
咲
く
や
風
の
通
い
路
幾
筋
も

　
　
席
題
．
松
泉
寺
嘱
目
”

雨
止
む
を
待
ち
て
本
堂
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

杉
木
立
墓
参
の
道
の
露
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

老
杉
の
下
六
地
蔵
白
桔
梗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉

夏
果
て
る
寺
院
の
屋
根
の
光
に
も

庭
の
萩
花
芽
を
持
ち
て
秋
立
ち
ぬ

石
臼
の
飛
び
石
七
つ
日
照
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
歌
の
屑
篭

　
　
　
　
　
　
　
下
山
　
埋
れ
木

　
　
　
く
ら
　
し

働
け
ば
生
活
は
立
つ
と
折
り
ふ
し
に

言
い
残
し
つ
つ
嬬
は
逝
き
ぬ

か
ら
か
ら
と
膝
打
ち
笑
う
癖
の
あ
り

き
生
前
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
り
ぬ

う
す
暗
き
納
骨
塔
の
か
た
わ
ら
に
野

菊
か
お
り
て
虫
の
鳴
き
お
り

盆
帰
省
吾
子
ら
都
へ
発
つ
日
よ
り
風

颯
々
と
し
て
秋
立
ち
に
け
り

一今月の園芸メモー

園芸だより
猛
暑
も
過
ぎ
て
、

　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　響

　　　　　鵠

　　　饗

　灘

　諒

繕

の
シ
ー
ス
ン
に
な
り
ま
し
た
。

期
で
大
変
で
し
よ
う
が

み
の
た
め
に
十
分
な
手
入
れ
管
理
を

し
て
く
だ
さ
い
。

園
芸
に
は
最
適

　
　
　
　
農
繁

　
、
次
の
楽
し

秋
の
植
え
か
え

松代町園芸愛好会

　
春
に
植
え
か
え
を
し
な
か
っ
た
も

の
は
、
秋
が
植
え
か
え
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
松
代
で
は
雪
の
関
係
も
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
と
く
に
ボ
ケ
、
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
、
ズ

ミ
、
ベ
ニ
シ
タ
ン
、
カ
イ
ド
ウ
な
ど

し
て
下
さ
い
。
　
（
梅
、
・
桜
も
）

　
秋
は
鉢
土
を
あ
ま
り
落
さ
ず
、
一

～
二
割
程
度
が
コ
ツ
で
す
。

　
秋
の
肥
料
は
、
枝
や
芽
の
伸
長
を

目
的
と
せ
ず
に
、
あ
く
ま
で
も
樹
勢

回
復
や
維
持
が
目
的
で
す
。

　
チ
ッ
ソ
分
を
少
な
め
に
し
て
、
油

粕
六
、
骨
粉
二
、
灰
二
の
割
合
で
団

子
に
し
た
も
の
な
ど
を
用
い
ま
す
。

秋
の
肥
料
の
や
り
方

　
朝
夕
涼
し
く
な
る
と
、
植
物
も
活

気
が
で
て
き
ま
す
。
こ
の
時
期
が
肥

料
の
や
り
ど
き
で
す
。

秋
の
消
毒

　
今
月
は
ま
た
病
害
虫
対
策
が
必
要

で
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ハ
マ
キ
ム
シ
、

ウ
ド
ン
粉
病
な
ど
特
に
発
生
し
や
す

い
で
す
。
ケ
ヤ
キ
、
モ
ミ
ジ
、
サ
ツ

キ
、
な
ど
花
木
類
は
是
非
消
毒
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
消
毒
薬
と
し
て
は
、
ス
ミ
チ
オ
ン

の
一
〇
〇
〇
倍
液
か
、
マ
ラ
ソ
ン
液

の
一
五
〇
〇
倍
な
ど
が
よ
い
で
し
ょ

う
。


